
♪ 

夏
が
来
れ
ば

　

思
い
出
す　

は
る
か
な
尾
瀬　

遠
い
空
…
…
♪　

　

夏
の
歌
と
い
う
と
、
真
っ
先
に
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
口
ず
さ

み
た
く
な
り
ま
す
。
こ
の
歌
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
夏
の
思
い
出
」

と
い
い
ま
す
。
作
曲
し
た
の
は
、
三
鷹
に
所
縁
の
あ
る
作
曲
家

中な
か

田だ

喜よ
し

直な
お

で
す
。

　

中
田
喜
直
は
、
現
在
の
東
京
都
渋
谷
区
の
生
ま
れ
で
す
が
、
昭

和
二
〇
年
代
の
数
年
間
、
三
鷹
市
上
連
雀
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

親
し
み
や
す
い
歌
曲
や
合
唱
曲
な
ど
を
多
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

童
謡
「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」
は
、
井
の
頭
公
園
を
散
策
し

て
い
る
時
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
井
の
頭
池
の
畔
に
は
、
中
田
喜
直

生
誕
九
十
周
年
を
記
念
し
て
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
を
模
し
た

歌
碑
に
、「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」
の
歌
詞
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
め
だ
か
の
学
校
」
は
、
三
鷹
駅
開
業
八
十
周
年
を

記
念
し
て
、
三
鷹
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
田
喜
直
は
、
尾
瀬
に
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
尾
瀬
を
訪
れ
た
の
は
、「
夏
の
思
い
出
」
を
作
曲
し
て
か
ら

約
四
十
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
作
曲
家
の
想
像
力
の
豊
か
さ
に
は

感
心
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
年
は
、
遠
出
が
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
身
近
に
あ
る
中
田
喜
直
の
足
跡
な
ど
を

改
め
て
訪
ね
な
が
ら
、
想
像
力
も
働
か
せ
て
、
い
つ
も
と
違
っ
た

夏
の
思
い
出
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

因
み
に
、「
夏
の
思
い
出
」
に
は
、
♪
水
芭
蕉
の
花
が　

咲
い
て

い
る
♪　

と
出
て
き
ま
す
が
、
実
際
に
尾
瀬
沼
で
水
芭
蕉
が
咲
く
の

は
五
月
末
で
、
尾
瀬
の
季
節
で
は
春
先
に
あ
た
り
ま
す
。
作
詞
者
の

江え

間ま

章し
ょ
う

子こ

に
よ
れ
ば
、
歳
時
記
に
水
芭
蕉
が
夏
の
季
語
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
夏
と
表
現
し
た
と
の
こ
と
で
す
。�

（
Ｓ
）

　

最
近
、
こ
の
地
球
、
な
に
か
変
と

思
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

か
?　

近
年
、
気
象
が
お
か
し
い
な

と
思
い
ま
せ
ん
か
?　

暖
か
い
冬
、

4
月
の
強
風
、
5
月
夏
と
同
様
な
気

温
、
6
月
の
私
た
ち
が
よ
く
知
る
梅

雨
前
線
で
の「
し
と
し
と
雨
」で
は
な

く
雨
量
の
多
さ
と
強
風
、
7
月
は
、

梅
雨
前
線
と
、
線
状
降
水
帯
の
出
現

で「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」と
命
名
さ

花
は
、
夏
、
薄
紅
色
の
房
状
の

花
を
枝
先
に
つ
け
、
夕
方
か
ら
咲
き

出
し
ま
す
。
長
い
糸
状
に
伸
び
た
多

数
の
雄お

し
べ
は
と
て
も
美
し
く
、
ま

る
で
化
粧
用
の
牡ぼ

丹た
ん

刷ば

毛け

の
よ
う
に

も
見
え
て
優
雅
で
す
。
わ
ず
か
８
㎜

程
度
し
か
な
い
花
弁
は
、
そ
の
雄
し

べ
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
わ
か
り
に
く

い
状
態
で
す
。

果
実（
豆
果
）は
、
成
熟
す
る
と

茶
褐
色
に
な
り
、
莢さ

や
の
ま
ま
風
に
吹

か
れ
て
分
散
し
ま
す
。

葉
は
互
生
し
、
大
形
で
30
㎝
位

「
昼
間
は
咲
き
、
夜
は
恋
い
つ
つ

寝
る
と
い
う
、
ネ
ム
の
花
で
す
。
あ

る
じ
だ
け
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
、

そ
ち
も
見
な
さ
い
」
と
。

樹
皮
は
「
合ご

う

歓か
ん

皮ひ

」
と
い
い
、

古
く
か
ら
利
尿
、
健
胃
、
強
壮
な
ど

に
、
花
や
種
子
そ
し
て
樹
皮
も
共
に

打
撲
傷
な
ど
の
痛
み
ど
め
に
用
い
ら

れ
ま
す
。

�

（『
万
葉
の
花
』
片
岡
寧
豊
著
よ
り
引
用
）

　

三
鷹
市
で
は
、
毎
年
8
月
を
平
和

強
調
月
間
と
し
て
位
置
づ
け
、「
平

和
展
」
を
は
じ
め
と
し
た
平
和
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

戦
後
75
年
を
迎
え
る
今
年
の
平
和

事
業
を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考

え
、
平
和
を
願
う
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

四
季
の
花
々
と

�

歌
に
親
し
む

─
ネ
ム
ノ
キ
─

に
も
な
り
ま
す
。
日
中
に
は
羽
状
の

葉
を
広
げ
て
夏
の
暑
い
日
ざ
し
に
も

め
げ
ず
青
々
と
し
、
時
折
吹
く
風
に

そ
よ
ぐ
姿
は
涼
感
を
も
誘
い
ま
す
。

し
か
し
夕
方
に
な
る
と
、
小
さ
い
葉

と
葉
が
閉
じ
て
合
わ
さ
り
、
夜
間
に

は
、
力
が
抜
け
た
よ
う
に
だ
ら
り
と

垂
れ
下
が
っ
て
、
ま
る
で
ぐ
っ
す
り

眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
に
様
変

わ
り
し
ま
す
。
こ
の
夜
間
の
葉
の
状

態
か
ら
「
ネ
ム
ノ
キ
」
と
名
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
単
に
「
ネ
ム
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
別
名
「
コ

ウ
カ
」「
コ
ウ
カ
ノ
キ
」
な
ど
と
呼

ぶ
地
域
も
あ
り
ま
す
。

『
万
葉
集
』
の
「
ね
ぶ
」
と
い
う

の
は
、
ネ
ム
ノ
キ
の
こ
と
で
す
。

　
昼
は
咲
き
　
夜よ

る
は
恋
ひ
寝ぬ

る

　
合ね

ぶ
歓
木
の
花

　
君
の
み
見
め
や

　
　
　
　
戯わ

奴け

さ
へ
に
見
よ

�

紀き
の
い
ら
つ
め

女
郎

れ
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
地
震
も
多
い
と
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
か
?　

そ
し
て
、
浅
間
山
・

白
根
山
・
阿
蘇
山
等
々
の
火
山
も
活

発
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
現
象
は
人
々
に

「
災
害
」
と
し
て
影
響
を
与
え
る
こ

と
と
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
「
防
災
」
に
つ

い
て
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
避
難
時
の

集
合
場
所
や
連
絡
の
確
認
方
法
、
緊

急
時
に
必
要
な
物
資
に
つ
い
て
よ
く

話
し
合
っ
て
事
前
に
で
き
る
準
備
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。�

（
東
防
連
）

『
防
災
』
に
つ
い
て

�

考
え
よ
う
!?

※
6
月
中
旬
に
、
今
春
新
し
く
改
定

さ
れ
た
「
三
鷹
市
浸
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
が
各
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た

が
、
ご
覧
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
?

　

三
鷹
市
に
は
、
野
川
、
仙
川
、
神

田
川
の
周
辺
や
、
下
水
管
の
排
水
能

力
を
超
え
た
降
水
が
あ
っ
た
と
き
に
、

浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
が
多
数

あ
り
ま
す
。
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
、

「
防
災
散
歩
」
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
例
年
8
月
15
日
に
実
施
し

て
い
る
「
み
た
か
平
和
の
つ
ど
い
」

（
戦
没
者
追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念
式

典
、
平
和
ア
ニ
メ
上
映
会
）は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
平
和
展（
参
加
費
：
無
料

�

事
前
申
し
込
み
：
不
要
）

「
沖
縄
戦
写
真
パ
ネ
ル
展
」、「
三
鷹

市
戦
争
関
連
写
真
パ
ネ
ル
展
」

日
時
　
令
和
2
年
8
月
3
日（
月
）〜

�

8
月
31
日（
月
）※
平
日
の
み

�

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
1
階

�

市
民
ホ
ー
ル

⃝�

オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
三
鷹
市
H
P
で
「
ベ

ガ
」
と
検
索
、
ま
た
は
広
報
み
た
か

8
月
一
週
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

　

三
鷹
市
企
画
経
営
課

　

☎
45
─

1
1
5
1

�

（
内
線
2
1
1
5
）

8
月
は
平
和
強
調
月
間

〜
世
代
を
こ
え
て
平
和
を
考
え
る
〜

※	7月20日現在の使用条件です。感染状況等により変更となる場合がございますので、
使用前にご確認をお願いいたします。

まちかど掲示板

（1）　令和 2 年（2020年）8 月 1 日 令和 2 年（2020年）8 月 1 日　（1）

この広報紙は再生紙を使用しています。

新しいコミュニティの輪。ふれあいのある生活。
集い・学び・語らう。主役はいつでも私たち市民です。

1.使用できる人
原則として三鷹市民と三鷹に在勤在学
している方です。

2.開館している時間
●平日　午前10時～午後９時
●日曜　午前10時～午後５時

発　行：三鷹市東部地区住民協議会
牟礼コミュニティ・センター
　　　　三鷹市牟礼7－6－25　TEL 49－3441
　　　　   http://www.mitakacc.jcomoffice.jp/~mure-cc/
印　刷：株式会社 文伸
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〒181‒0012　　  　   　　　　　　 
三鷹市上連雀８‒４‒１５
TEL  0422（49）8850
FAX 0422（47）2444

オフィスのことなら
何でもご相談ください

城西リコピー株式会社

www.bun-shin.co.jp　office@bun-shin.co.jp

株式会社 文伸／ぶんしん出版
三鷹市上連雀 1-12-17　TEL 0422-60-2211

周年誌・記念誌・社史の

心に残る周年誌、印象深い記念誌を
お客様によりそって丁寧に制作し、
環境にやさしい工場で印刷製本する。
それがBUN-SHINの企業姿勢です。

制作のすべてがつまった
ちょっとためになる
文伸オリジナル冊子

水廻りのアドバイザー

☎ 47 -7728

水漏れの修理
蛇口の交換から

リフォームのご相談。
水道管の洗浄（お掃除）などの

専門工事まで。
お気軽にご連絡ください。

オフィスビル・マンションの
快適・安全ネットワーク

株式会社

大建総業
東京都豊島区巣鴨 1-18-10
三喜ビル 5階

03-3945-0997
（代表）

新築・建替・リフォーム・土地

どんなに小さな
工事でも

おまかせください

東京都三鷹市牟礼 5-1-3
TEL（0422）48-1289 ㈹

FAX（0422）49-1207
http://www.maruei-it.co.jp/

丸栄建設株式会社
一級建築士事務所　

〒181-0002

薬剤師募集中
【三 鷹 本 社】 三鷹市下連雀 7‒6‒29‒ 103
【武蔵野支店】武蔵野市中町 1‒25‒ 7‒ 104

☎ 0422-57-7876（24時間受付）

家族葬専門葬儀社のもと祭典
家族葬ならお気軽にご相談ください
資料請求・事前相談はお気軽に！

のもと祭典 検 索

お住いのお困りごと
何でもお気軽にご相談ください。

田村工務店

0422-26-8088

三鷹市牟礼 2-9-11
（牟礼二丁目交差点すぐ）

営業時間  9：00～18：00
日曜祝日定休

	 4 日（火）	 定例休館日
	 10日（月）	 山の日
	 11日（火）	 定例休館日
	 18日（火）	 定例休館日
	 25日（火）	 定例休館日

	 1 日（火）	 定例休館日
	 8 日（火）	 定例休館日
	 15日（火）	 定例休館日
	 21日（月）	 敬老の日
	 22日（火）	 秋分の日
	 23日（水）	 振替休館日
	 29日（火）	 定例休館日

休

館

日

◦
9
月

◦
8
月

※�新型コロナウイルス感染症の流行に伴い
開館状況が変わる場合がございます。直
近の予定をご確認下さいますようお願い
申し上げます。
※広場・体育館の開放も現在未定です。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
自
転

車
に
乗
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
ル
ー
ル
」
を
守
り
安
全
に
、
楽

し
く
自
転
車
を
楽
し
む
た
め
、
三

鷹
交
通
安
全
協
会
の
方
に
、
自
転

車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン

ト
を
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た
。

「
自
転
車
に
の
っ
て
で
か
け
る
と
き
」

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
か
ぶ
る

「
道
を
走
っ
て
い
る
と
き
」

・�

自
転
車
は
車
道
が
原
則
。
左
側

通
行
で
。

・�

歩
道
を
走
る
場
合
は
、
歩
い
て

い
る
人
に
気
を
付
け
て
、
車
道

寄
り
を
ゆ
っ
く
り
走
る
。

・�

歩
道
で
は
歩
行
者
優
先

「
交
差
点
に
き
た
と
き
」

・�

信
号
が
青
に
な
っ
た
ら
、
車
の

　

今
年
度
四
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
東
部
・
ひ
ま
わ
り
学
苑

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
今
年
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
度
は
九
月
に
延
期
す
る
こ
と

を
検
討
し
ま
し
た
が
、
秋
に
第
二

波
の
心
配
も
あ
り
、
年
度
内
の
中

止
を
決
め
ま
し
た
。

　

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド
は
、
東

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す

る
事
業
で
、
セ
ン
タ
ー
が
再
開
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
な
ん
ら
か

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

来
年
度
の
事
業
展
開
に
ご
期
待

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
総
務
部
会
）

三
鷹
市
高
齢
者
見
守
り

�

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

“
も
し
も
の
時
の
た
め
に

「
あ
ん
し
ん
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
の

�

登
録
を
し
ま
せ
ん
か
”

　

暑
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
と
共
に
、
熱
中
症
が
心
配

な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
外
出
先

で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、
倒
れ

て
救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
と
い
っ

た
事
態
も
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
は
、
登
録
番

号
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
電

話
番
号
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
鍵

今年度予定しておりました
「シルバーのつどい」「東部スポーツレクリェーション」 は中止が決定しました

その他の行事につきましては順次紙面にてお知らせいたします
※牟礼コミュニティ・センターのプールにつきましては、

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大を防ぐため中止いたします

動
き
を
確
か
め
て
渡
る
。

・�

交
差
点
で
は
、
止
ま
っ
て
左
右

と
後
ろ
の
安
全
を
確
か
め
る
。

　

東
京
都
で
は
、
令
和
２
年
４
月

１
日
、
自
転
車
利
用
中
の
事
故
に

よ
り
、
他
人
に
怪
我
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
場
合
な
ど
の
損
害
を
賠
償

で
き
る
「
自
転
車
の
利
用
に
よ
っ

て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
た
め

の
保
険
・
共
済
」
へ
の
加
入
が
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
９
千
万
円

を
超
え
る
高
額
賠
償
事
例
も
出
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
「
ル
ー
ル
」
を

守
っ
て
事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
ま
さ
か
の
時
の

為
に
保
険
加
入
を
お
忘
れ
な
く
。

・
悪
の
五
輪�

川
村　

了
衛

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
奪
い
、
撮

れ
!
」

・
現
役
東
大
生
の

　

世
界
一
お
も
し
ろ
い
教
養
講
座

�

西
岡
壱
誠

「
東
大
入
試
が
求
め
て
い
た
も

の
、
そ
れ
は
学
力
で
は
な
く

「
地
理
を
通
し
て
身
に
つ
く
教

養
力
」
だ
っ
た
!　

18
万
部

突
破
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
東
大

読
書
』
の
著
者
が
明
か
す
、

ま
っ
た
く
新
し
い
教
養
メ

ソ
ッ
ド
「
地
理
的
思
考
」
の

入
門
書
、
爆
誕
! !
。」

・
氷
獄�

海
堂　

尊

「『
チ
ー
ム
・
バ
チ
ス
タ
の
栄
光
』

の
そ
の
後
を
描
い
た
表
題
作
を

含
む
、
全
4
篇
。
待
望
の
シ

リ
ー
ズ
最
新
作
。
田
口
・
白
鳥

も
登
場
!
」

・
カ
ゲ
ロ
ボ�

木
皿　

泉

今
日
も
誰
か
が
さ
さ
や
く
。

「
あ
い
つ
が
カ
ゲ
ロ
ボ
ら
し
い

よ
─
」
い
つ
も
誰
か
に
見
ら

れ
て
い
る
…
…
。
い
ま
最
注

目
の
作
家
が
描
い
た
、
救
い

を
め
ぐ
る
傑
作
。

・
絵
で
見
て
わ
か
る

　

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕
組
み

�

宇
津
木　

健

「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕

組
み
が
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
」

・
赤
い
部
屋
異
聞

�

法
月　

綸
太
郎

「
奇
才
・
法
月
綸
太
郎
の
ミ
ス

テ
リ
脳
内
に
引
き
ず
り
込
ま

れ
る
」

新
刊
紹
介

8
月
号

東
部
包
括
た
よ
り

や
鞄
な
ど
に
付
け
て
携
帯
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
外
出
先
で
の
緊

急
時
な
ど
、
医
療
機
関
や
警
察

署
、
消
防
署
等
か
ら
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
が
入
り
、

身
元
の
確
認
や
ご
家
族
へ
の
連
絡

に
活
用
す
る
も
の
で
す
。
ご
希
望

の
方
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民
の
方

費
用　

無
料
で
す
。

申�

し
込
み　

三
鷹
市
東
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
登
録
の
際
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
緊
急

連
絡
先
・
医
療
情
報
な
ど
を
伺

い
ま
す
。
基
本
、
ご
来
所
で
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

三
鷹
市
下
連
雀
5
─

2
─

5

　

東
京
弘
済
園
内

　

☎
48
─

8
8
5
5

ご
存
じ
で
す
か

自
転
車
の

�

「
ル
ー
ル
」

東
部
・
ひ
ま
わ
り
学
苑
と

�

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

・電話による申込みも可
・実費のかかるものは窓
　口で受付けします。

申込みについて月の行事のご案内8・9
牟礼コミュニティ・センターへどうぞ　☎ 49  ─  3441

令和 2 年（2020年）8 月 1 日　（2）


